
（整理番号 １９１４）  

 

長野地方最低賃金審議会長野県はん用機械器具等専門部会(第２回)議事要旨 

    

 開 催 日時   令 和 元年９月１８日  １ ３：３０～１５：００  

 

 出 席 状況  

 

   公益を代表する委員  出席２人  定数３人  

労働者を代表する委員  出席３人  定数３人  

使用者を代表する委員  出席３人  定数３人  

 

 議   題  

１ 金額等審議について  

２ その他  

１ 金額等審議について  

  （１）事務局から配布資料について説明があった。  

（２）金額以外  

   金額以外の適用地域、適用使用者、適用労働者、算入しない賃金について

は、昨年と同様とすることとされた。  

  （３）基本的な考え方、金額（現行時間額８８３円）  

     最初に労働者代表委員からは、はん用・自動車製造業が基幹産業であり従

事者数も一番多く、産業の優位性から一段高いところでの金額審議が必要

なこと、地域最賃との差が５年で３１円縮まっているものの、優位性をき

ちんと出し、本件特定最賃対象の労働者にはプライドを持って生産性の高

い仕事をしているのだという自信を持ってもらいたいこと、全会一致での

可決を考慮するも、地域最賃よりも高い領域での上げ幅、目指すべき金額

を提示したい等の意見、主張が出された。  

     次に使用者代表委員からは、製造業が県内の産業を牽引してきたものの、

車を含む製造業を取り巻く環境が大きく変化してきたこと、日銀短観を含

むすべての景気調査において製造業が大幅に悪化していること、実施した

小規模事業所１，０００社程度の調査においても景況感が昨年度よりも悪

化していること、そうした中で、県最賃も大幅に上昇しており、生計費、

賃金、支払能力の３原則重視で、具体的な根拠があり、誰もが納得できる

形で金額を決めていきたい等の意見、主張が出された。 

その後、協議の結果、最終的には、 

       労働者代表側  ４７円引き上げの時間額９３０円 

       使用者代表側  １５円引き上げの時間額８９８円 

以上がそれぞれ適当である旨の金額提示が行われたものの、協議が整わな 

かったもの。 

 



２ その他  

  次回本部会は、令和元年９月２４日午後１時３０分から開催することとなっ  

 た。  

 

配布資料  

 №１ 長野地方最低賃金審議会特定最低賃金専門部会委員名簿 (はん用機械器

具等 ) 

№２ 特定最低賃金専門部会運営規程（はん用機械器具等）  

№３ 長野県賃金実態調査結果報告書 (はん用機械器具等 ) 

№４ 長野県はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具、自動車・同

附属品、船舶製造・修理業 ,舶用機関製造業最低賃金の改正決定につい

て (平成３０年９月２５日付け報告文写 ) 

№５ 長野県はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具、自動車・同

附属品、船舶製造・修理業 ,舶用機関製造業最低賃金の改正決定につい

て (平成３０年９月２５日付け答申文写 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              


